
　池長孟の南蛮美術のコレクションを収蔵する私
立美術館として建てられました。
　外観は、薄い緑がかったタイル張り、六角形の
窓、南蛮船をあしらった縦長のグリル窓など、
1920年代にヨーロッパで流行をみたアール・デ
コ様式を基調にまとめられています。
　設計は、住友営繕部で活躍した小川安一郎で、
常に新しい意匠を積極的に取り入れることで注目
された建築家です。主たる活動の場であった住宅
以外の作品としては代表作といえるものです。

設　計︓小川安一郎
施　工︓藤木工務店
竣　工︓昭和13年（1938）
構　造︓ＲＣ造３階
所在地︓中央区熊内町１丁目
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